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     有限会社 川口納豆 Information

　この度、有限会社川口納豆（本社：宮城県栗原市、代表取締役：門傳 英慈　以下、川口
納豆）は、世界の農産物流通でその取得の必要性が求められる国際的農産物の安全管理規
格『グローバルGAP』の認証を、自社で生産しております農産物（野菜類）で取得しまし
たので、ここにお知らせいたします。

　私ども川口納豆は、農産物の安全性を確保するため、様々な取り組みを進めて参りまし
たが、農産物の安全管理のあり方を旧来の考え方からさらに進化させ、客観的視点を入れ
て、より信用いただける内容とすべく、そして国際的にも通用するものを目指すべく、国際
認証グローバルGAPの認証取得に至りました。

　今回のグローバルGAPの認証取得においては、株式会社ファーム・アライアンス・マネ
ジメント（本社：東京都千代田区、代表取締役：松本 武）の協力のもと、約半年近くの準
備を経て取り組んで参りました。 私達は、国内農業の新たな形づくりの光明として、そし
て、世界にチャレンジできる日本農業の新たな姿と次世代を担う地域農業者の範となる農
業を実現して参ります。 

　これからは、世界に通用する農産物の安全管理のもと、お取引先様をはじめ、多くの消
費者の皆様に信頼いただけるよう努めて参ります。

　今後とも、変わらぬご愛顧を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。
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グローバルGAP認証書　



【国際規格グローバルGAPとは】

　グローバルGAPは、欧州を中心に世界100カ国以上で実践されているGAP（Good Agricultural 
Practice：適正農業規範）の世界標準です。グローバルGAPでは、農業生産・取り扱いにおける農
産物の安全管理手法や労働安全、持続可能な農業を行なうための環境保全型農業実践のためのチェ
ック項目が具体的に定められています。農産物の世界的な流通においては、もはやグローバルGAP
の認定取得が取引条件となっており、サプライヤーとして「選ばれる」ための必須要件として求め
られています。

　グローバルGAPは2011年に改訂され、農産物の集出荷・選果場の管理範囲が審査の必須要件と
なり、農場から出荷までを網羅したサプライチェーン全体におけるマネジメントシステムを評価す
る事により食品安全リスクを包括的に担保するようになりました。　

　欧米の小売業では、事業リスクを最小化することが標準的な動きとなっています。特に、小売業
売上高世界ランキングのトップ10にあるような小売業量販店は、国際的な認証規格（例：グローバ
ルGAP等）を取得しているサプライヤーや農業生産者からの仕入を優先しており、自らの販売チャ
ネルにおいては、国際的、客観的評価に準じたリスク・マネジメントを行っていない農産物の取り
扱いを排除しはじめています。欧米への農産物輸出においてはもちろん、アジアマーケットにおい
ても取引条件となりつつあり、アジア各国に展開する欧米系資本のスーパーマーケットでは、グロ
ーバルGAP取得の農業者の農産物が優先取引の条件となっています。今後の日本産農産物の輸出を
占う上で極めて重要性が高まっています。

　日本での認証取得実績は未だ少なく、規模だけでなく、農産物の安全管理も途上段階であり、中
国、韓国、東南アジア諸国と比較しても、日本におけるこの分野での取り組みが期待されていま
す。
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グローバルGAPに関するお問い合わせ


